
年 月 日

携帯番号

e-mail

名称

役職名

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

全国 北海道

中国 四国 九州 沖縄

その他特定の都道府県、地域（ 長野県 ）

狩猟免許 （ 銃 ： 年 ） （ わな ： 年 ）

獣医師免許 （ 年 ） 　

）

⑫　

地域合意形成 ジビエ等の有効利用に適した捕獲手法 捕獲鳥獣の解体･処理加工

処理加工施設における衛生管理 処理加工施設の運営 商品開発 流通

販路開拓 ペットフード利用 皮革利用 動物園等でのと体給餌

油脂利用 骨利用

）

シカ イノシシ クマ

）

ジビエ利活用コーディネーター登録票

令和 5 7 1 現在

①
ふりがな はしづめ　しゅういち

氏　名 橋　爪　　秀　一

③ 本人
090-4968-8299

hashizume.shu※nifty.com （送信の際は、※を＠に置き換えてください）

⑥

専門分野

（該当するものを全て選択）

その他（ 鹿茸利活用、養鹿、共存、食の機能性評価

④ 所属先
Idea-Creating Lab

所長

⑦
対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（

⑧
対応可能地域

東北 関東 北陸 東海

近畿

（該当するものを全て選択）

取得年 元号

取得年 元号⑨

免許及び資格

（該当するものを全て選択し、
取得年を記載）

取得年 元号

その他（ 農学博士：取得年　昭和61年

活動実績

活動期間 平成25年～現在

地　　域 全国

活動内容

農水省とJA全農のご協力を頂き、鹿被害対策と鹿資源利用のセットの取り組みをサポートした。更に、鹿
肉をはじめとして鹿資源の利用拡大と鹿肉の様々な試食をサポートした。
また、平成25年～26年には、経産省の補助を得て、鹿革の特徴解明、鹿革利用、鹿革新製品の開発及び展
示会の企画及び実施の補助を行った（日本鹿皮革開発協議会及び全日本鹿協会が実施）。
以上の継続活動に加えて、令和に入り、日本漢方生薬製剤協会にもご協力を頂き、鹿茸の利活用に関する
情報を収集し、更には鹿茸の利用拡大について検討し、それらを「日本鹿研究」で公表する予定である。

活動分野

（該当するものを全て選択）

その他（ 共存、鹿関連情報解析、食育

対象鳥獣

（該当するものを全て選択） その他（


